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「高齢者の夢と役割はいかに」
小紙では来年この課題にも迫ります。

会員の皆様よいお年をお迎えください！
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参加された会員のみなさん

議員紹介に挙手

参
会
の
招
待
者
の
皆
様

参
会
の
招
待
者
の
皆
様

　
認
知
症
の
原
因
の
ひ
と

つ
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の

新
し
い
治
療
薬
「
レ
カ
ネ

マ
ブ
」
が
、
日
本
で
も
承

認
さ
れ
た
。
早
け
れ
ば
年

内
に
も
使
用
可
能
。
レ
カ

ネ
マ
ブ
は
病
気
の
根
治
に

つ
な
が
る
薬
で
は
な
く
、

投
与
の
対
象
は
日
常
生
活

に
支
障
が
な
い
「
早
期
段

階
」
の
比
較
的
症
状
の
軽

い
患
者
に
限
ら
れ
る
●
認

知
症
の
有
病
率
は
年
齢
と

と
も
に
急
峻
に
高
ま
る
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
の
医
療
・
介
護
に
伴
う

年
間
コ
ス
ト
は
、
７
兆
円

に
上
る
と
推
計
さ
れ
る
。

費
用
と
負
担
の
両
面
で
患

者
の
家
族
ら
に
大
き
な
負

荷
が
か
か
る
。
レ
カ
ネ
マ

ブ
は
負
担
を
大
幅
に
軽
減

で
き
、
介
護
を
し
て
い
る

現
役
の
人
に
も
朗
報
で
あ

ろ
う
●
高
齢
者
が
自
ら
の

健
康
を
願
う
な
ら
、
医
療

よ
り
介
護
、
さ
ら
に
介
護

よ
り
日
常
の
生
活
を
大
切

に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ワ

ク
ワ
ク
す
る
高
揚
感
、
感

動
、
満
足
感
を
経
験
。
幸

せ
を
感
じ
る
こ
と
が
ス
ト

レ
ス
を
下
げ
、
脳
血
管
障

害
や
糖
尿
病
の
リ
ス
ク
を

下
げ
て
、
結
果
的
に
健
康

寿
命
が
伸
び
る
と
言
わ
れ

る
。
そ
の
た
め
に
も
、
日

常
生
活
が
大
切
で
あ
る
こ

と
を
強
く
意
識
す
る
。
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）

　
コ
ロ
ナ
禍
の
行
動
制
約
も
解
け
て
、
令
和
５
年
度

の
全
国
大
会
は
８５０
余
名
の
参
加
の
も
と
盛
会
裏
に
終

わ
っ
た
。
本
大
会
と
衆
議
院
本
会
議
と
一
部
重
な
る

時
間
帯
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
議
員
ご
本
人

が
衆
議
院
５８
名
、
参
議
院
２８
名
、
合
計
８６
名
、
代
理

出
席
の
方
、
衆
・
参
合
わ
せ
て
７５
名
の
ご
参
会
を
い

た
だ
い
た
。

わ
れ
ら
の
信
条
唱
和　
女
性
部
委
員
長　
川
窪
洋
子

会
長
所
信
表
明　
　
　
日
公
連
会
長　
　
鴨
下
一
郎

来
賓
祝
辞　
　
前
厚
生
労
働
大
臣　
加
藤
勝
信
先
生

組
織
表
彰　
　
沖
縄
県
連
他

基
調
提
言　
　
副
会
長
・
福
島
県
連
会
長　
室
井
勝

決
　
　
議　
　
理
事
・
岡
山
県
連
会
長　
岡
﨑
明
宏

記
念
講
演�

日
公
連
会
長　
鴨
下
一
郎

万
歳
三
唱　
　
評
議
員
栃
木
県
連
会
長　
犬
塚
恒
士

�

（
敬
称
略
）

衆
議
院
議
員
・
前
厚
生
労
働
大
臣�

加
藤
勝
信

総
務
省　
自
治
行
政
局

�

公
務
員
部
福
利
課
長　
田
中
良
斉

（
一
社
）
全
国
市
町
村
職
員
年
金
者
連
盟
会
長

�

伊
藤
幹
雄

電
友
会�

事
務
局
長　
星
野　
睦

　
旅
行
の
際
に
、
荷
物
の

多
い
人
と
少
な
い
人
が
い

ま
す
。
心
療
内
科
の
医
者

は
そ
の
一
事
で
人
を
ま
る

ご
と
理
解
で
き
ま
す
。

　
退
公
連
会
員
の
方
々
は

み
な
地
域
で
役
割
を
期
待

さ
れ
て
い
る
人
々
で
す
。

し
か
し
、
過
去
の
栄
光
に

と
ら
わ
れ
て
前
を
向
け
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
５

年
前
ま
で
履
い
て
い
た
靴

は
処
分
し
て
、
今
の
活
動

に
必
要
な
物
だ
け
を
持
つ

よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
古

い
物
は
処
分
し
て
さ
っ
ぱ

り
と
す
る
こ
と
は
前
を
向

く
こ
と
で
す
か
ら
。

　
財
布
な
ど
大
事
な
物
を

無
く
し
た
と
き
、
そ
の
こ

と
に
こ
だ
わ
る
人
と
「
ま

あ
い
い
か
」
と
諦
め
る
人

が
い
ま
す
。
こ
の
違
い
が

将
来
の
人
生
の
明
暗
を
分

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
今
、
７５
歳
の
人
の
平
均

余
命
か
ら
す
る
と
、
男
性

は
あ
と
１２
年
生
き
て
８７

歳
、
女
性
は
１６
年
生
き
て

９１
歳
に
な
り
、
社
会
参
加

等
を
す
れ
ば
プ
ラ
ス
５
年

生
き
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ど
こ
ま
で
も
平
均
的

な
数
字
で
す
が
…
。

　
多
く
の
人
は
退
職
後
お

よ
そ
２０
年
間
生
き
る
。
大

き
な
こ
と
が
で
き
る
時

間
。
物
を
捨
て
て
再
ス
タ

ー
ト
で
き
る
時
間
で
す
。

　
７５
歳
の
人
は
こ
の
間
に

体
を
ど
う
使
っ
て
健
康
寿

命
を
延
ば
す
か
が
大
切
に

な
っ
て
き
ま
す
。

①
睡
眠
を
充
分
と
る
こ
と

②
喫
煙
を
４０
年
間
続
け
た

人
は
肺
が
ん
の
可
能
性

大
。酒
は
楽
し
む
程
度
で
。

③
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食

事
、
動
物
性
た
ん
ぱ
く
質

を
摂
っ
て
、
太
股
と
ふ
く

ら
は
ぎ
の
筋
肉
を
つ
け
て

転
ば
な
い
よ
う
に
す
る
。

④
認
知
症
対
策
の
一
つ
、

よ
い
睡
眠
を
取
る
こ
と
。

眠
れ
な
け
れ
ば
睡
眠
導
入

剤
を
使
用
し
て
も
よ
い
。

　
２０
年
を
ど
う
生
き
る
か

が
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の

課
題
に
な
り
ま
す
。
青
春

を
取
り
戻
し
て
、「
趣
味

に
、
新
た
な
仕
事
に
」
と

違
う
生
き
方
を
考
え
る
と

元
気
が
出
ま
す
。
そ
の
中

に
「
誰
か
の
た
め
に
」
を

一
つ
入
れ
て
お
く
こ
と
も

大
事
で
す
。
そ
れ
は
ゆ
く

ゆ
く
は
自
分
の
た
め
に
な

る
こ
と
で
す
か
ら
。
そ
れ

ら
を
成
し
遂
げ
る
に
は
２０

年
の
時
間
は
充
分
で
す
。

　
ま
た
、
生
き
方
を
考
え

る
と
き
、
ご
自
分
の
名
前

に
つ
い
て
も
思
い
を
巡
ら

す
こ
と
も
。
誕
生
の
時
、

ご
両
親
が
名
前
に
ど
の
よ

う
な
期
待
を
込
め
て
文
字

を
選
ば
れ
た
か
。
名
前
か

ら
将
来
の
生
き
方
の
ヒ
ン

ト
を
得
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
本
日
お
帰
り
に
な
っ

た
ら
、
ご
自
分
の
名
前
を

紙
に
書
い
て
部
屋
に
貼
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
私
た
ち
は
い
ず
れ
死
を

迎
え
ま
す
。
そ
の
時
に
、

医
者
や
家
族
か
ら
自
由
に

な
っ
て
、
自
分
の
意
志
で

自
身
の
後
始
末
の
選
択
が

で
き
る
よ
う
に
、
捨
て
る

物
は
捨
て
て
さ
っ
ぱ
り
し

て
、
も
う
一
度
前
を
向
い

て
生
き
て
貰
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

�

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

衆
議
院

逢
沢
一
郎　
　
石
田
真
敏

石
破　
茂　
　
泉　
健
太

伊
藤
也　
　
井
上
信
治

岩
屋　
毅　
　
梅
谷　
守

奥
野
総
一
郎　
小
里
泰
弘

小
渕
優
子　
　
尾
身
朝
子

梶
山
弘
志　
　
勝
俣
孝
明

金
子
恭
之　
　
金
田
勝
年

菊
田
真
紀
子　
岸
信
千
世

木
原
誠
二　
　
金
城
泰
邦

小
島
敏
文　
　
坂
本
哲
志

塩
谷　
立　
　
階　
猛　

柴
山
昌
彦　
　
下
条
み
つ

新
谷
正
義　
　
鈴
木
俊
一 �

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

衆
議
院

青
山
大
人　
　
阿
部
知
子

池
畑
浩
太
郎�

一
谷
勇
一
郎

浮
島
智
子　
　
枝
野
幸
男

小
川
淳
也　
　
尾
身
朝
子

上
川
陽
子　
　
門
山
宏
哲

神
田
憲
次　
　
城
井　
崇

小
泉
進
次
郎�

小
宮
山
泰
子

下
条
み
つ　
　
白
石
洋
一

土
屋
品
子　
　
中
谷
一
馬

前
原
誠
司　
　
牧
原
秀
樹

宮
下
一
郎　
　
山
口
俊
一

参
議
院

上
田
清
司　
　
佐
藤
正
久

田
島
麻
衣
子　
武
見
敬
三

鶴
保
庸
介　
牧
山
ひ
ろ
え

室
井
邦
彦　
　
若
松
謙
維

関
係
団
体

全
国
林
野
関
係
退
職
者

団
体
連
合
会
会
長

沼
田
正
俊

参
会
の
国
会
議
員
の
皆
様

参
会
の
国
会
議
員
の
皆
様

祝
電
ご
送
付
の
皆
様

祝
電
ご
送
付
の
皆
様

全
国
大
会

（
令
和
５
年
１０
月
２５
日
）

文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル

記
念
講
演

ひ
と
つ「
捨
て
る
と
」人
生
が
ひ
と
つ「
楽
に
な
る
」

一
般
財
団
法
人 

日
本
退
職
公
務
員
連
盟
会
長
　
鴨
下
一
郎

続報

鈴
木
淳
司　
　
瀬
戸
隆
一

空
本
誠
喜　
　
高
市
早
苗

髙
鳥
修
一　
　
高
見
康
裕

橘
慶
一
郎　
　
田
中
和
德

棚
橋
泰
文　
田
野
瀬
太
道

田
畑
裕
明　
　
冨
樫
博
之

土
井　
亨　
　
徳
永
久
志

西
田
昭
二　
　
西
村
明
宏

根
本
幸
典　
　
野
田
聖
子

堀
内
詔
子　
牧
島
か
れ
ん

松
本
剛
明　
　
三
反
園
訓

御
法
川
信
英　
宮
内
秀
樹

務
台
俊
介　
　
武
藤
容
治

森　
英
介　
　
保
岡
宏
武

山
下
貴
司

参
議
院

朝
日
健
太
郎　
石
井
浩
郎

臼
井
正
一　
　
江
島　
潔

太
田
房
江　
小
野
田
紀
美

大
野
泰
正　
片
山
さ
つ
き

斎
藤
嘉
隆　
　
酒
井
庸
行

里
見
隆
治　
　
山
東
昭
子

白
坂
亜
紀　
　
滝
波
宏
文

田
名
部
匡
代　
中
西
祐
介

永
井　
学　
野
上
浩
太
郎

野
田
国
義　
　
芳
賀
道
也

藤
川
政
人　
　
松
村
祥
史

三
上
え
り　
　
水
野
素
子

宮
本
周
司　
　
山
下
雄
平

山
本
啓
介　
　
山
本
順
三



ガラスのトラブル

作業時間、約 60 分の作業まで０円 !!

日本退職公務員連盟
会員限定サービス

あなたの暮らしのお医者さん
申込方法のお問合せはお電話で

350
万人

安心の実績
会員数

0120-286-800 ジャパンベストレスキューシステム株式会社
〒100-0004 東京都千代田区大手町 2-1-1 大手町野村ビル 7F※お電話でのご相談 24 時間 365 日受付

鍵のトラブル 水のトラブル ガラスのトラブル

生活における様々なトラブルに24時間365日対応!

年会費
申込方法
支払方法

5,500円（税込）
QR コード
コンビニ払い

24時間365日対応!!

①お問合せ

フリーダイヤルにお問合せ
加入申込書と利用規約書の
郵送先等をお伝え下さい。

フリーダイヤル
0120-286-800

お問合せ時にお伝えいただ
いたお送り先住所に届いた
加入申込書と利用規約書を
確認の上、記入後に返送を
お願いします。

加入申込書に
必要事項記入 ポスト投函

入会金
払込書

コンビニ

加入申込書を返送後
お手元に入会金払込通知書
が届きましたら、お近くの
コンビニエンスストアで
お支払いをお願いします。

ご自宅近くのコンビニで
お支払い

お申し込みは
簡単３ステップ
24時間365日
安心・安全の
暮らしをお約束

お申し込みは
左のQRコード
からネットに
アクセス

②申込書への記入と返送

➡

③お支払い

➡

24時間安心駆け付けサポート加入希望者でQRコードが
読み取れない方は下記の手続き方法があります。

お電話での
加入手続き

24時間安心駆け付けサポート
C

M

Y

CM

MY

CY

CMY

K
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○年金相談…しばらくお休みします
○心の悩み相談… １月１０日㈬、２９日㈪
　いずれも午後 １ 時～ ３ 時まで

０３−３８２２−１２１６

☎ やすらぎ電話やすらぎ電話

提
案
を
す
る
女
性
部
長

意
見
を
述
べ
る
女
性
部
委
員

会
員
の
広
場

黙々と毛筆で写経中

集まったたくさん
の切手

　
　
　
　
◆
　
短
　
歌
　
◆

ひ
と
り
酌
む
秋
刀
魚
の
腸
の
ほ
ろ
苦
し

昼
の
会
議
に
喋
り
過
ぎ
た
り

�

群
馬
県　
熊
澤　
峻

老
い
て
な
ほ
心
の
庭
に
夢
を
撒
く

日
々
で
あ
り
た
し
晩
菊
匂
ふ

�

岐
阜
県　
木
村
康
男

墓
地
買
っ
て
安
心
し
て
た
年
月
が

時
の
流
れ
に
心
乱
る
る

�

愛
知
県　
藤
岡
安
美

願
は
く
は
百
歳
ま
で
生
き
て
健
や
か

に
短
歌
を
詠
み
つ
つ
歩
み
ゆ
き
た
し

�

山
形
県　
加
藤　
啓

針
穴
に
四
苦
八
苦
の
末
糸
通
す

柿
の
皮
干
し
て
食
せ
し
幼
年
期

�

岐
阜
県　
石
田
喜
造

　
　
　
◆
　
川
　
柳
　
◆

居
間
に
い
て
テ
レ
ビ
が
佳
境
居
留
守

電�

栃
木
県　
益
子
悟
美

ね
え
あ
な
た
皿
洗
う
よ
り
外そ

と

出
た
ら

�

茨
城
県　
櫻
井
康
雄

ボ
タ
ン
付
け
つ
つ
亡
き
妻
偲
ぶ

�

愛
知
県　
横
井
真
人

退し

ん

ぶ

ん

公
連
新
聞
に
わ
が
事
載
れ
ば
嬉
し
く

て
ま
じ
ま
じ
と
見
て
は
く
り
返
し
読
む

�
茨
城
県　
池
田
武
男

年
の
瀬
か
毎
年
来
る
が
味
違
う

�

神
奈
川
県　
三
上
敏
夫

他
の
方
の
句
で
生
き
方
を
学
び
と
る

�

福
島
県　
榎
本
岩
雄

マ
ゴ
達
も
一
緒
に
年
金
待
っ
て
い
る

�

愛
知
県　
山
﨑
延
次

　
　
　
　
◆
　
俳
　
句
　
◆

汽
車
の
窓
後
か
ら
後
か
ら
紅
葉
山

�

山
形
県　
上
野
直
樹

枯
葉
散
る
風
の
容か

た
ち

の
葉
裏
み
せ

�

香
川
県　
鈴
木
惠
美

秋
日
和
知
足
の
余
生
日
々
努
力

�

茨
城
県　
金
子
弘
毅

心豊かに心豊かに

　
長
い
人
生
に
は
、
山

あ
り
谷
あ
り
。
困
難
に

遭
遇
し
た
と

き
最
適
な
解

決
を
求
め
て

悩
む
。
そ
の

時
に
相
談
者
の
存
在
が

大
き
い
。
配
偶
者
・
親

兄
弟・親
し
き
友
人
等
。

十
分
に
考
え
、
相
談
を

重
ね
て
思
い
き
っ
て
決

断
実
行
す
る
こ
と
が
大
事

で
あ
る
。
熟
慮
断
行
で
あ

る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
失

敗
は
少
な
く
て
済
む
。
た

と
え
失
敗
し
た
と
し
て
も

納
得
で
き
る
。
行
き
当
た

り
ば
っ
た
り
は
危
険
が
と

も
な
う
。
後
悔
先
に
立
た

ず
で
あ
る
。

　
い
つ
に
な
っ
て
も
決

断
で
き
な
い
で
、
先
送

り
。
こ
れ
で
は
発
展
な

し
。

　
こ
の
よ

う
な
こ
と

は
人
生
に

限
ら
ず
、

組
織
・
団
体
で
も
言
え

る
こ
と
で
あ
る
。

　
我
が
県
連
で
は
ど
う

か
と
常
に
考
え
て
い

る
。

『
熟
慮
断
行
』

鹿
児
島
県
退
職
公
務
員
連
盟
会
長
　
川
﨑
安
雄

私
の
ひ
と
こ
と

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
た
め
、
こ
の
２
年
間
は
書
面
で
行
っ
て
い
た
県
下
各
支
部
女
性
部
長
会
を
、
７
月
２２
日

（
土
）
対
面
で
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
大
分
市
女
性
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
、
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と

の
意
義
を
改
め
て
意
識
し
た
。

大
分
県
退
職
公
務
員
連
盟
女
性
部
長
　
平
松
　
和
子

いきいき退公連

大分県連の巻

い
相
談
を
し
た
。
結
果
、

○
写
経
会
（
お
し
ゃ
べ
り
サ
ー

ク
ル
）

○
使
用
済
み
切
手
の
収
集

○
神
社
の
清
掃

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

お
し
ゃ
べ
り
サ
ー
ク
ル

　
案
内
文
書
を
作
成
し
、
支
部

長
さ
ん
に
相
談
し
て
新
聞
配
布

時
に
配
布
し
て
い
た
だ
い
た
。

令
和
５
年
１
月
２４
日
当
日
に
は

８
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　
岡
山
県
退
職
公
務
員
連
盟
で

は
秋
に
県
大
会
を
行
っ
て
い

る
。
今
年
度
は
そ
の
会
で
総
社

・
吉
備
支
部
女
性
部
が
発
表
の

順
番
に
当
た
っ
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
全
く

と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
活
動
が
で

き
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

行
っ
た
こ
と
は
新
た
な
活
動
の

立
ち
上
げ
だ
っ
た
。
一
人
で
は

で
き
な
い
、
け
れ
ど
複
数
人
い

れ
ば
何
と
か
な
る
と
友
人
を
誘

　
「
黙
々
と
お
手
本
を
も
と
に

毛
筆
で
般
若
心
経
を
写
経
し
、

有
意
義
な
時
間
。ま
た
、久
々
の

お
茶
タ
イ
ム
、
幸
せ
な
ひ
と
時

で
し
た
」「
ち
ょ
っ
と
ド
キ
ド

キ
し
ま
し
た
が
よ
い
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」な
ど
。

会
の
名
前
を
「
お
し
ゃ
べ
り
サ

ー
ク
ル
」と
名
付
け
た
と
お
り
、

会
の
後
も
グ
ル
ー
プ
ラ
イ
ン
で

つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
第
２
回
写
経
会
は
、
写
経
の

後
お
蕎
麦
屋
さ
ん
で
の
懇
親
を

の
タ
オ
ル
一
本
運
動
を
通

じ
た
福
祉
施
設
へ
の
寄
贈

・
使
用
済
み
古
切
手
や
書

き
損
じ
ハ
ガ
キ
の
収
集
活

動③
社
会
保
障
対
策
～
署
名

三
年
ぶ
り
に
大
分
県
退
職
公
務
員
連
盟

三
年
ぶ
り
に
大
分
県
退
職
公
務
員
連
盟

女
性
部
長
会
を
開
催

女
性
部
長
会
を
開
催

活
動
発
表
の
順
番
が
当
た
っ
た
お
か
げ

「
お
し
ゃ
べ
り
サ
ー
ク
ル
」
立
ち
上
げ
で

新
た
な
つ
な
が
り

岡
山
県
退
職
公
務
員
連
盟
総
社
・
吉
備
支
部
女
性
部
長
　
　

栗
本
　
貞
子
　

・
陳
情
活
動
。

３
年
ぶ
り
の
開
催
で
、
昨

年
度
の
活
動
ア
ン
ケ
ー
ト

を
も
と
に
各
支
部
の
現
状

報
告
。
各
支
部
と
も
コ
ロ

ナ
禍
で
制
限
が
あ
り
な
が

計
画
し
た
。「
楽
し
い
か
ら
一

緒
に
や
っ
て
み
な
い
」
と
誘
う

と
「
い
い
よ
。
会
員
に
も
な
る

よ
」
と
言
っ
て
く
れ
、
前
回
よ

り
も
２
名
参
加
者
が
増
え
た
。

第
３
回
は
、
お
寺
で
の
写
経
会

を
計
画
し
た
と
こ
ろ
、
さ
ら
に

１
名
増
と
な
っ
た
。

使
用
済
み
切
手
収
集

　
他
支
部
の
活
動
を
参
考
に
し

て
、
使
用
済
み
切
手
収
集
を
行

っ
た
。
は
じ
め
依
頼
文
だ
け
だ

と
あ
ま
り
集
ま
ら
な
か
っ
た
の

で
、
４
年
度
か
ら
は
冷
蔵
庫
な

ど
に
貼
れ
る
よ
う
に
切
手
収
集

用
封
筒
を
配
っ
た
。
す
る
と
顔

も
存
じ
上
げ
な
い
方
か
ら
お
手

紙
を
添
え
て
郵
送
し
て
い
た
だ

い
た
り
、
手
渡
し
し
て
く
だ
さ

っ
た
り
、
年
々
そ
の
量
は
多
く

な
っ
て
い
る
。「
少
し
で
す
が

お
役
に
立
て
れ
ば
嬉
し
い
で

す
」
な
ど
と
、
外
出
で
き
な
く

て
も
で
き
る
社
会
貢
献
活
動
と

し
て
多
く
の
方
の
協
力
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
感
謝
し
て
い

る
。
集
ま
っ
た
切
手
は
、
Ｊ
Ｏ

Ｃ
Ｓ
（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
海
外

医
療
協
力
会
）
に
送
り
、
ア
ジ

ア
・
ア
フ
リ
カ
の
保
健
医
療
協

力
に
役
立
て
て
い
る
。

　
今
回
発
表
の
順
番
が
当
た
っ

た
お
か
げ
で
新
た
な
つ
な
が
り

が
で
き
、
あ
り
が
た
い
。

マ
と
本
年
度
の
重
点
目
標

を
確
認
し
た
。

本
年
度
の
活
動
推
進
テ
ー

マ『
一
人
ひ
と
り
の
感
性
を

生
か
し
た
活
動
を
通
し

て
、
絆
を
大
切
に
し
て
組

織
の
拡
充
を
図
る
』

重
点
目
標

①
魅
力
あ
る
活
動
の
展
開

～
会
員
同
士
の
交
流
・
親

睦②
社
会
福
祉
貢
献
活
動
～

学
校
や
子
育
て
支
援
や
愛

　
コ
ロ
ナ
対
応
の
影
響
で

活
動
が
ま
ま
な
ら
な
い
中

本
年
度
、
久
し
ぶ
り
に
女

性
部
長
会
を
開
催
。
各
支

部
で
取
集
し
た
使
用
済
み

古
切
手
や
書
き
損
じ
は
が

き
が
多
く
提
出
さ
れ
、
今

年
は
、
県
の
盲
人
協
会
に

多
く
寄
贈
で
き
そ
う
で
あ

る
。
物
故
者
に
黙
祷
を
捧

げ
た
後
は
平
松
新
女
性
部

長
の
挨
拶
。
そ
の
後
、
昨

年
度
の
活
動
と
経
過
報

告
。
次
に
活
動
推
進
テ
ー

ら
も
、
地
域
で
様
々
な
活

動
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ

情
報
交
換
が
で
き
た
。
退

公
連
独
自
の
活
動
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
個
人
的
な
活
動

及
び
他
の
団
体
と
協
力
し

つ
つ
退
公
連
の
会
員
と
し

て
の
自
覚
を
持
ち
な
が
ら

活
動
。
質
疑・意
見
で
は
、

会
員
の
減
少
と
新
会
員
の

勧
誘
の
困
難
さ
、
退
職
団

体
が
多
す
ぎ
て
退
公
連
の

内
容
の
理
解
が
さ
れ
て
い

な
い
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
、
退
職
後
も
働
か
ざ
る

を
得
な
い
年
金
問
題
の
状

況
等
を
再
確
認
し
た
。
こ

れ
か
ら
の
退
公
連
の
活
動

は
退
職
後
の
社
会
保
障
の

充
実
が
重
要
課
題
だ
と
痛

感
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
た

め
に
も
組
織
の
存
続
・
拡

　
１１
月
２５
日
付
「
心
豊
か

に
・
川
柳
」「
百
歳
に
長

寿
の
秘
密
聞
く
米
寿
」
の

作
者
は
「
岡
山
県
・
池
田

朱
実
様
」で
し
た
。お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

充
に
向
け
て
、『
健
康
第

一
に
、
支
部
の
実
情
に
応

じ
て
、
女
性
会
員
の
勧
誘

や
書
き
損
じ
は
が
き
・
使

い
済
み
切
手
の
収
集
な
ど

の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』

と
感
じ
て
い
る
。

　
最
後
に
、
清
水
事
務
局

次
長
が
「
年
金
制
度
の
変

遷
」
に
つ
い
て
講
話
を
さ

れ
、
諸
先
輩
た
ち
の
ご
労

苦
や
今
後
の
展
望
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
と
な
っ

た
。
午
前
中
の
み
の
開
催

で
し
た
が
、
各
支
部
の
状

況
も
共
有
で
き
、
久
し
ぶ

り
に
『
集
ま
る
こ
と
の
重
要
性
』
を
考
え
さ
せ
ら
れ

た
会
合
で
あ
っ
た
。

お
詫
び
と
訂
正
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